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新
し
い
年
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
活
躍
の
毎
日
か
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
全
国
大
学
書
道
学
会
福
岡
大
会
も
盛
会
に
開
催
さ
れ
実
り
多
い
大
会
で
あ
っ
た
こ

と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。
開
催
校
や
役
員
、
発
表
者
の
努
力
の
賜
と
思
い
ま
す
が
、
数

年
前
は
私
達
の
努
力
の
み
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
ば
か
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
思
い
お
こ

さ
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
大
会
が
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
り
、
様
々
な
対
応
を
強

要
さ
れ
て
の
活
動
で
あ
っ
た
り
し
た
こ
と
が
苦
し
く
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

活
動
に
お
い
て
も
運
営
に
お
い
て
も
思
う
に
ま
か
せ
ぬ
事
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
マ
イ
ナ
ス
面
に
向
か
い
あ
う
こ
と
で
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
時
期
で
も
あ
り
ま
し

た
。
本
会
で
も
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
は
じ
め
と
し
た
遠
隔
会
議
を
活
用
し
、
対
面
が
難
し
い
場
合

も
時
と
場
所
の
垣
根
を
ク
リ
ア
す
る
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
会
員
の

方
々
も
遠
隔
授
業
の
知
見
を
広
め
有
効
活
用
さ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
大
変
な
期
間
に
、
必
要
に
迫
ら
れ
て
各
教
員
が
授
業
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
を
充
実
さ
せ
る
機
会
と
な
っ
た
と
い
う
話
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
緩
い
環
境
で

は
怠
惰
に
流
れ
が
ち
で
す
が
、
困
難
に
出
会
う
こ
と
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
実
現
し
た
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　

本
学
会
に
お
い
て
も
遠
隔
会
議
を
活
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
学
会
の
組
織
や
事
務
内
容

を
改
善
し
充
実
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
、
会
報
三
二
号
で
永
由
理
事
長
が
述
べ
た
通
り
で

す
。
業
務
内
容
を
精
査
し
て
、
よ
り
公
平
で
無
駄
の
無
い
作
業
工
程
を
作
成
す
る
な
ど
し

て
、
よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い
活
動
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
弊
害
は
世
界
的

な
も
の
だ
っ
た
だ
け
に
国
際
的
な
芸
術
交
流
や
学
術
交
流
も
停
滞
し
た
こ
と
は
否
め
ま
せ

ん
。
本
学
会
は
こ
れ
ま
で
も
国
内
的
な
活
動
に
よ
り
書
学
や
芸
術
の
発
展
を
担
っ
て
き
た

面
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
国
際
的
な
研
修
を
始
め
た
ば
か
り
の
時
期
で
、
国
際
的
な

視
野
の
重
要
性
に
気
付
い
た
頃
と
コ
ロ
ナ
禍
の
終
り
が
同
時
期
に
訪
れ
た
と
い
え
る
か
と

思
い
ま
す
。
三
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
台
湾
で
の
国
際
学
術
交
流
は
新
し
い
展
開
が
期
待

さ
れ
る
と
と
も
に
、
私
達
が
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
「
書
道
」
が
他
の
国
で
は
同
じ
よ
う
に

扱
わ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
機
会
と
も
な
る
で
し
ょ
う
し
、
書
道
を
学
問
の

一
分
野
と
し
て
捉
え
て
い
る
か
否
か
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
私

達
が
認
識
し
て
い
る
学
術
的
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
も
共
通
の
も
の
か
否
か
を
確
認
す
る

機
会
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

国
際
的
な
企
画
だ
け
で
な
く
、
国
内
的
な
企
画
に
つ
い
て
も
本
学
会
で
は
近
い
う
ち
に

「
良
寛
を
巡
る
旅
」
を
計
画
し
て
い
る
と
仄
聞
し
て
お
り
ま
す
。
国
際
的
な
視
野
を
広
げ

る
こ
と
で
、
却
っ
て
日
本
の
す
ば
ら
し
さ
を
発
見
す
る
機
会
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
新
潟
の
地
は
本
学
会
で
も
重
要
な
土
地
柄
で
す
か

ら
、
そ
う
し
た
面
で
も
期
待
は
高
ま
る
と
こ
ろ
で
す
。
あ
る
著
名
な
方
が
「
コ
ロ
ナ
の
効

用
は
、
金
の
無
駄
使
い
が
減
っ
た
こ
と
と
内
省
す
る
時
を
得
た
こ
と
だ
」
と
語
っ
て
い
ま

し
た
が
、
本
学
会
に
お
い
て
も
内
省
、
自
省
と
国
内
の
研
修
企
画
と
結
び
つ
く
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
困
難
な
時
期
を
経
過
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
大
き
く
変
化
し
、
内

容
の
充
実
に
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
全
国
書
道
学
会
は
会
員
の
方
々
の
活
動
を
応
援
す
る

立
場
を
強
化
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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令
和
六
年
度
（
福
岡
）
大
会
を
終
え
て

福
岡
教
育
大
学
　
和
　
田
　
圭
　
壮

服
　
部
　
一
　
啓

　

令
和
六
年
九
月
二
十
一
日
、
福
岡
教
育
大
学
に
お
い
て
、「
全

国
大
学
書
道
学
会	
福
岡
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度

の
東
京
大
会
の
立
地
の
良
さ
に
比
べ
、
本
学
が
位
置
す
る
の

は
、
福
岡
県
の
中
で
も
、
福
岡
市
と
北
九
州
市
の
ち
ょ
う
ど
中

間
地
点
、
緑
豊
か
な
田
園
風
景
に
囲
ま
れ
た
田
舎
に
あ
り
ま

す
。
宿
泊
施
設
が
近
郊
に
な
い
こ
と
か
ら
、
お
越
し
い
た
だ
い

た
先
生
方
に
は
、
お
時
間
を
頂
戴
す
る
事
に
な
っ
た
り
、
周
辺

に
食
事
で
き
る
お
店
が
な
か
っ
た
り
と
、
誠
に
ご
不
便
を
お
か

け
い
た
し
ま
し
た
。
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
し

た
環
境
に
あ
っ
て
も
、
当
日
は
、
会
員
五
十
九
名
、
準
会
員
十

一
名
、
計
七
十
名
も
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
て
、
当
日

の
学
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
学
の
公
開
講
座

等
の
実
施
に
際
し
、
県
内
の
先
生
方
が
来
ら
れ
る
の
に
も
、
不
便
で
あ
る
と
苦
情
が
あ
る

中
、
県
外
か
ら
遠
方
よ
り
お
越
し
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
は
、
感
謝
の
念
を
禁
じ
得
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
に
盛
会
と
な
っ
た
の
は
、
何
よ
り
も
、
近
年
に
比
べ
て
、
ご
発
表
い
た
だ

い
た
方
が
多
く
、
十
一
件
も
の
研
究
発
表
が
あ
っ
た
こ
と

に
よ
る
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
存
じ
ま
す
。
ご
発
表
い
た

だ
い
た
先
生
方
、
誠
に
あ
り
が
と
ご
ざ
い
ま
し
た
。
分
科

会
が
二
つ
と
な
り
、
中
国
書
道
史
、
日
本
書
道
史
、
書
道

理
論
等
、
様
々
な
分
野
か
ら
の
研
究
発
表
が
あ
り
、
活
発

に
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
横
田
会
長
、
永
由
理
事

長
を
は
じ
め
、
事
務
局
の
皆
様
の
日
頃
か
ら
の
ご
尽
力
の

お
陰
に
よ
り
ま
し
て
、
盛
会
裏
に
終
わ
っ
た
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
研
究
発
表
の
後
、
大
会
記
念
講
演
と
し
て
、
九

州
国
立
博
物
館
長
の
富
田
淳
先
生
に
「
呉
昌
碩
の
ま
な
ざ

し
―
最
後
の
文
人
と
師
友
た
ち
―
」
と
題
し
た
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
令
和
六
年
、
東
京
国
立
博
物
館
を
中
心

と
し
た
事
業
「
生
誕
一
八
〇
年
記
念　

呉
昌
碩
の
世
界
」
が
四

館
同
時
期
に
開
催
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
呉
昌
碩
の
書
画
や
印
譜

を
示
さ
れ
、
作
風
の
変
遷
を
た
ど
り
な
が
ら
、
師
友
や
弟
子
に

注
目
し
「
金
石
の
交
わ
り
」
の
中
で
築
か
れ
た
呉
昌
碩
の
世
界

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
聴
講
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
時

機
を
得
た
お
話
に
と
て
も
感
銘
を
受
け
た
」
と
い
う
ご
感
想
が

多
く
聞
か
れ
大
好
評
で
し
た
。

　

九
月
二
十
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
は
、
福
岡
教
育
大
学
キ
ャ

ン
パ
ス
内
の
「
学
生
会
館
」
を
会
場
に
、
六
十
三
名
の
方
の
出

品
を
得
ま
し
て
「
令
和
六
年
度
全
国
大
学
書
道
学
会
会
員
書
作

展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富

ん
だ
作
品
を
拝
観
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
、
三
学
会
の
会
期
中

の
来
場
者
や
学
生
た
ち
も
鑑
賞
し
て
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
併
せ
て
特
別
展
示
と
し
て
、
本
学
書
道
分
野
が
収
蔵
す

る
書
跡
の
中
か
ら
、
中
国
書
人
の
書
軸
七
点
（
王
鐸
、
陳
介
祺
、

俞
樾
、
楊
守
敬
、
羅
振
玉
、
王
禔
、
鄧
散
木
）
を
出
陳
し
ま
し

た
。
ガ
ラ
ス
を
隔
て
ず
に
作
品
の
妙
趣
を
直
に
鑑
賞
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
好
評
で
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
と
は
言
え
、
離
れ

た
場
所
で
の
書
展
開
催
と
な
り
、
設
備
等
の
不
備
に
加
え
高
低

差
の
大
き
い
構
内
の
移
動
等
で
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
本
学
会
終
了
後
に
は
、
令
和
元
年
の
鳥
取
大
会
以
来

五
年
ぶ
り
に
、
三
学
会
合
同
懇
親
会
が
、
学
内
の
生
協
レ
ス
ト

ラ
ン
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
五
年
分
の
懇
親
の
思
い
を
晴
ら
す
か
の
よ

う
に
盛
り
上
が
り
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
の
笑
顔
が
印
象
的
な
、

楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

準
備
か
ら
学
会
当
日
に
至
る
ま
で
、
い
た
ら
な
い
点
が
多
々

あ
っ
た
か
と
存
じ
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
厚
情
と
ご
協
力
に
よ

り
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
関
係
各
位
に
感
謝
を
申
し
あ
げ
、

報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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開 催 日　　令和６(2024)年９月21日（土）
大会会場　　福岡教育大学教育学部
開催大学　　福岡教育大学

《開会式・総会》
●９：00	 受　付　（参加費3,000円＊準会員（大学院生）は2,000円）
●９：30～ 10：20	 開会式・総会（特Ⅰ教室）

１．開会のことば
２．開催大学あいさつ	 福岡教育大学	 和田　圭壮　先生
３．会長あいさつ	 	 横田　恭三（跡見学園女子大学）
４．理事長あいさつ	 	 永由　徳夫（群馬大学）
　　＊　議長選出	 	 瀬筒　寛之（鹿児島大学）
５．議事
　　（審議事項）
　　　１）令和５度事業報告	 　　→	 資料１ 	 杉山　勇人（鎌倉女子大学）
　　　２）令和５年度決算報告	 　　→	 資料２ 	 尾川　明穂（筑波大学）
　　　３）令和５年度監査報告	 	 中村　史朗（滋賀大学）
　　　４）令和６年度事業計画（案）	 　　→	 資料３ 	 杉山　勇人（鎌倉女子大学）
　　　５）令和６年度予算（案）	 　　→	 資料４ 	 尾川　明穂（筑波大学）
　　　６）国際学術交流専門委員会について	 	 下田　章平（相模女子大学）
　　（報告事項）
　　　１）〔会員・準会員に関する内規〕改定	 　　→	 資料５ 	 永由　徳夫（群馬大学）
　　　２）〔学会賞に関する規程〕設置	 　　→	 資料６ 	 永由　徳夫（群馬大学）
　　　３）『大学書道研究』第17号について	 	 角田　勝久（新潟大学）
　　　４）『大学書道研究』の各種規程の新設・改定　	→	 資料７ 	 下田　章平（相模女子大学）
　　　５）『大学書道研究』のデジタル公開について　	→	 資料８ 	 草津　祐介（東京学芸大学）
　　　６）その他
6．その他
　　　１）新入会員紹介
　　　２）次年度開催大学あいさつ	 信州大学	 小林　比出代　先生
　　　３）その他
7．閉会のことば

《研究発表》
●	10：30～ 12：10	 研究発表／午前の部　第１分科会（会場：特Ⅰ教室）	　司会：角田　勝久（新潟大学）
	 10：30～ 11：00	 研究発表　午前１－①
	 	 書表現セラピーの理論と展望	―	芸術療法を起点として	―
	 	 	 四国大学大学院文学研究科　高嶋　良子
	 11：05～ 11：35	 研究発表　午前１－②
	 	 昭和初期における上田桑鳩の芸術論と術語解釈
	 	 	 東京藝術大学専門研究員　柳田　さやか
	 11：40～ 12：10	 研究発表　午前１－③
	 	 「小島切斎宮女御集」の配列について
	 	 	 書文化研究会会員　染谷　慶子

●	10：30～ 12：10	 研究発表／午前の部　第２分科会（会場：特Ⅱ教室）　司会：尾川　明穂（筑波大学）
	 10：30～ 11：00	 研究発表　午前２－①
	 	 王鐸の臨帖における脱字の発生傾向と要因に関する研究
	 	 	 東京学芸大学教職大学院　阿部　ゆう
	 11：05～ 11：35	 研究発表　午前２－②
	 	 歴史家・陳垣の書道に対する所見の考察　―	書作の態度と北京における立ち位置について	―
	 	 	 相模女子大学非常勤講師　早川　桂央
	 11：40～ 12：10	 研究発表　午前２－③
	 	 蘭亭序神龍半印本の再検討　―	破筆などから推測する空罫の存在	―
	 	 	 四国大学大学院文学研究科　馮　　琳凱
	 	 	 四国大学書道文化学科教授　太田　　剛

全国大学書道学会　令和６（2024）年度　福岡大会　次第
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●	13：10～ 14：50	 研究発表／午後の部　第１分科会（会場：特Ⅰ教室）　司会：山口　恭子（法政大学）
	 13：10～ 13：40	 研究発表　午後１－④
	 	 博文堂関連書簡に見る山本二峯の収蔵活動について
	 	 	 相模女子大学准教授　下田　章平
	 13：45～ 14：15	 研究発表　午後１－⑤
	 	 日本中世における年中行事「書き初め」の成立過程
	 	 	 鎌倉女子大学短期大学部教授　杉山　勇人
	 14：20～ 14：50	 研究発表　午後１－⑥
	 	 近代における「撥鐙法」に対する解釈の変容
	 	 	 群馬大学教授　永由　徳夫

●	13：10～ 14：15	 研究発表／午後の部　第２分科会（会場：特Ⅱ教室）　司会：草津　祐介（東京学芸大学）
	 13：10～ 13：40	 研究発表　午後２－④
	 	 「童」字に関する考察	～ 簋銘文中の「童」字を例として～
	 	 	 九州女子大学准教授　古木　誠彦
	 13：45～ 14：15	 研究発表　午後２－⑤
	 	 書画同源より鑑みる陰陽二元論
	 	 	 高野山大学文学部密教学科教授　野田　悟

《大会記念講演》
●	15：00～ 16：20　大会記念講演（会場：特Ⅰ教室）　　司会：藤森　大雅（大東文化大学）
	 	 演題：呉昌碩のまなざし　―	最後の文人と師友たち	―
	 	 	 講師：九州国立博物館長　富田　淳	先生

《会員書作展》
※	本年度の会員書作展の作品は、福岡大会（2024年９月）での展示の後、台湾との学術交流・書作展（2025年３月）にも展
示いたします。

	 （１）会　　期　令和６年９月20日（金）～９月22日（日）９：00 ～ 18：00（最終日は17：00まで）
	 （２）会　　場　福岡教育大学学生会館内大集会室　（〒811-4148福岡県宗像市赤間文教町１－１）
	 （３）特別展示　福岡教育大学書道専攻収蔵　王鐸・楊守敬・羅振玉等の作品も展示します。

《理事会》
日　　時　９月15日（日）　19：00 ～ 20：30　【オンライン開催】

《総会資料》

資料１ 令和５（2023）年度事業報告　→　承認

（令和５年）
５月28日	…………………第１回　理事会（オンライン）
６月１日	…………………『大学書道研究』第16号、会報第30号（東京大会１次案内）等、発送
７月15日	…………………常任理事会
７月15日	…………………三学会合同役員会
８月24日	…………………大会要項（東京大会２次案内）等、発送
８月31日	…………………学会誌論文投稿申込締切日
９月10日	…………………第２回　理事会（オンライン）
９月13日～20日	 ………会員書作展（文京区立大塚地域活動センター）
９月15日～17日	 ………書道三学会・東京大会
11月10日	…………………『大学書道研究』投稿論文受付締切日、学会誌投稿論文査読（11月下旬～）
12月23日	…………………学術委員会・常任理事会
12月27日～30日	 ………全国大学書道学会創立65周年記念企画　台湾研修旅行

（令和６年）
１月～３月	………………『大学書道研究』編集
３月17日	…………………常任理事会
３月17日	…………………三学会合同役員会（本年度学会運営について、令和６年度大会について）
３月24日	…………………第１回　国際学術交流専門委員会
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資料２ 令和５（2023）年度会計報告（2023.04.01～2024.03.31）　→　承認

Ａ：　収入の部
　　　１　2022年度繰越金	 8,366,546円
　　　２　2023年度会費（237口）	 1,514,000円
　　　３　『書の古典と理論』印税	 253,660円
　　　４　雑収入
　　　　　会員書作展協賛費残金	 179,200円
　　　　　大会運営補助費残金	 48,623円
　　　　　預金利子等	 3,401円
　　　合　計	 10,365,430円

Ｂ：　支出の部
　　　１　大会運営補助費・謝金	 320,000円
　　　２　理事会費（会議費・交通費）	 298,474円
　　　３　印刷費（学会誌16号350,175円、会報30号93,773円、
　　　　　　　　			会報31号248,193円、封筒3500枚83,600円）	 775,741円
　　　４　通信費	 54,564円
　　　５　事務費（消耗品費、振替口座手数料40,912円等）	 51,396円
　　　６　東洋学・アジア研究連絡協議会費	 2,000円
　　　７　ホームページ保守・更新費	 259,160円
　　　８　諸行事の開催・準備費等	 270,536円
　　　９　雑費（慶弔費）　　	 ０円
　　　合　計	 2,031,871円

　●A－B（10,365,430円－2,031,871円）＝ 8,333,559円 （前年度比－32,987円）

上記の通り報告いたします。	 令和６年６月21日　　　会計局　　尾川　明穂　㊞
以上相違ありません。	 令和６年６月21日　　　監　査　　中村　史朗　㊞
	 	 	同　　　山口　恭子　㊞

資料３ 令和６（2024）年度事業計画（案）　→　承認

（令和６年）
４月27日	…………………常任理事会
４月27日	…………………第２回　国際学術交流専門委員会
５月12日	…………………第１回　理事会（オンライン）
６月１日	…………………会報第32号（福岡大会１次案内）等発送
７月13日	…………………常任理事会
７月13日	…………………三学会合同役員会（福岡大会打ち合わせ）
８月24日	…………………令和６年度福岡大会第２次案内発送
９月１日	…………………『大学書道研究』第17号発送
９月15日	…………………第２回　理事会（オンライン）
９月20日～22日	 ………書道三学会・福岡大会
９月20日～22日	 ………会員書作展（福岡教育大学学生会館内大集会室）
11月30日	…………………学会誌論文投稿申込締切日
12月上旬	…………………常任理事会

（令和７年）
２月３日	…………………『大学書道研究』投稿論文受付締切日、学会誌投稿論文査読開始
３月中旬	…………………常任理事会／三学会合同役員会（本年度学会運営について、令和７年度大会について）
３月27日～３月30日	… 第１回　国際学術交流（台湾）
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資料４ 令和６（2024）年度予算（案）（2024.04.01～2025.03.31）　→　承認

Ａ：　収入の部
　　　１　2023年度繰越金	 8,333,559円
　　　２　2024年度会費（一般210口、学生10口、計220口）	 1,310,000円
　　　３　『書の古典と理論』印税	 250,000円
　　　４　雑収入（預金利子等）	 ５円
　　　合　計	 9,893,564円

Ｂ：　支出の部
　　　１　福岡大会運営補助費・謝金	 170,000円
　　　２　理事会費（会議費・交通費）	 300,000円
　　　３　印刷費（学会誌17号、会報32・33号）	 600,000円
　　　４　通信費	 100,000円
　　　５　事務費（消耗品費・振替手数料）	 150,000円
　　　６　東洋学・アジア研究連絡協議会費	 2,000円
　　　７　ホームページ更新費	 ０円
　　　８　諸行事の開催・準備費等	 800,000円
　　　９　予備費	 7,771,564円
　　　合　計	 9,893,564円

資料５ 〔会員・準会員に関する内規〕改定

（下線部は変更箇所）
〔会員・準会員に関する規程〕
（１）会費の未納が、三ヶ年に及ぶときは、会員としての資格を失う。会員資格を喪失した者が、再入会を希望す

る場合は、滞納年度分の会費を納め、常任理事会の承認を経なければならない。
（２）準会員（大学院生）が、大学院生でなくなったときは、準会員としての資格を失う。ただし、届出によって会

員として資格を継続することができる。
（３）本会の名誉を毀損し、会員として不適当と認められる者については、理事会の議を経て除名もしくは資格停

止等の処分を行うことができる。

資料６ 〔学会賞に関する規程〕新設について

〔学会賞に関する規程〕

（名称）
１．	本学会に、学会賞として全国大学書道学会学術賞（以下「学術賞」）、全国大学書道学会功労賞（以下「功労賞」）、

を設ける。

（対象）
２．	前条の各賞対象者は、原則として本学会会員個人または団体であって、以下の各号の条件を満たす者とする。
　　	（1）学術賞は、本学会誌を中心に当該分野において継続的な研究実績がある者、または本学会の目的分野にお

いて優れた研究成果を挙げ、顕著な功績が認められる者。
　　	（2）功労賞は、本学会の発展に顕著な功績のあった者、または本学会関連分野において国内的あるいは国際的

に栄誉を受けた者。

（選考方法）
３．	選考は、学会賞選考委員会がこれにあたり、理事会において決定する。

（表彰）
４．	表彰は総会において行い、賞状及び副賞を贈る。
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資料７ 『大学書道研究』の投稿規程、執筆要領について（学術局）

※本会報19ページ、および全国大学書道学会ウェブサイト（https://all-shodo.jp）をご参照ください。

資料８ 『大学書道研究』のデジタル公開について（編集局）

　編集局では、本学会規約にも記載されている書道の研究の発展と教育への貢献を進めるために、学会誌『大学
書道研究』のさらなる利用促進を図るべく、収録された研究論文、研究ノート等をインターネット上で無償公開
を進めていきたいと思います。
　『大学書道研究』の電子無償公開が進むことにより、『大学書道研究』掲載論文が広く参照され、本学会誌の学
術的価値の向上、更には斯界が発展する一助となればと思っております。

１．デジタル公開の範囲
　　当面は、2008年発行の『大学書道研究』第１号以降を対象とする。

２．デジタル公開のスケジュール（予定）
　　（９月15日（日）　常任理事会での審議）
　　（９月15日（日）　理事会での審議）
　　		９月21日（土）　総会での報告
　　　　　　　　　　年内　公開サイトおよび公開手続きを委託する業者の選定。
　　　　　　　　　　→次回の常任理事会での審議。
　　◆第18号以降については、『大学書道研究』の発行後に逐次デジタル公開を進める。
　　◆第１号から第17号については、執筆者への著作権譲渡についての連絡を進め、2025年度以降のデジタル

公開を計画する。
　　◆第17号以前で不掲載を希望する方、最終的に連絡がつかない方、連絡先が分からない方については、書

誌情報のみの掲載とする。また、著作権上、デジタル公開できないものについては、個別に対応したう
えでデジタル公開する。

会員の異動（新入会員・準会員／退会・退会申出者）　※2023.09～2024.08の会員の異動

《会　員》
沈　　伯陽	 東京中央オークション書画部	 推薦者：下田　章平
久保　彩織	 横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校	 推薦者：加藤　泰弘
平倉　和則	 東京女子大学
滑田　一輝	 相模女子大学
上野あゆみ	 （株）佐電工	 推薦者：小川　博章
舟引　遥香	 京都教育大学
山田　由美	 公益財団法人日本習字教育財団	 推薦者：志民　和儀
松尾　大輔	 二松学舎大学

《準会員》
西村　美咲	 四国大学大学院修士課程	 推薦者：太田　　剛
神田めぐみ	 東京学芸大学教職大学院	 推薦者：加藤　泰弘
山本　桜子	 群馬大学教職大学院	 推薦者：永由　徳夫
毛塚　涼斗	 東京学芸大学教職大学院	 推薦者：草津　祐介
小磯　明照	 東京学芸大学教職大学院	 推薦者：石井　　健
馮　　琳凱	 四国大学大学院	 推薦者：太田　　剛

《退会・退会申出者》
森岡　　隆　　浦　　有希　　岡島　正秀　　雨宮　千春　　塩出　智代美　　淡海書道文化専門学校
利光亜希子　　水木　亮子
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大
会
記
念
講
演
・
富
田
淳
「
呉
昌
碩
の
ま
な
ざ
し

　
　 

―
最
後
の
文
人
と
師
友
た
ち
― 

」
の
ご
報
告

大
東
文
化
大
学
　
藤
　
森
　
大
　
雅

　

第
六
十
六
回
令
和
六
年
度（
福
岡
）大
会
の
記
念
講
演
は
、
九
州
国
立
博
物
館
長
の
富
田

淳
先
生
を
招
聘
し
、「
呉
昌
碩
の
ま
な
ざ
し
―
最
後
の
文
人
と
師
友
た
ち
―
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

富
田
淳
先
生
は
、
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
を
経
て
、
一
九
九
〇
年
に
東
京
国
立
博

物
館
研
究
員
と
な
り
、
そ
の
後
、
学
芸
研
究
部
長
、
学
芸
企
画
部
長
を
経
て
、
現
在
は
九

州
国
立
博
物
館
長
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
多
く
の
特
別
展
、
企
画
展
示

に
携
わ
り
、
著
書
、
論
文
も
多
数
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
は
、
連
携
企
画
「
生
誕
一
八
〇
年
記
念	

呉
昌
碩
の
世
界
」
に
携
わ
っ
て
得

ら
れ
た
知
見
を
も
と
に
、
呉
昌
碩
の
生
涯
と
、
呉
昌
碩
と
関
わ
り
が
深
か
っ
た
人
物
達
と

の
交
流
を
中
心
に
、
呉
昌
碩
の
文
人
像
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
呉
昌
碩
の
生
涯
を
三
期
に
分
け
て
概
観
し
ま
し
た
。
第
一
期
は
、
太
平
天

国
の
乱
に
よ
る
凄
惨
な
避
難
生
活
や
混
乱
と
貧
困
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、
書
の
大
家
に
学

び
、
見
識
を
広
め
た
安
吉
時
代
（
一
〜
三
八
歳
）。
第
二
期
は
、
詩
書
画
印
を
介
し
て
意

気
投
合
し
た
楊
峴
に
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
学
び
、
職
業
文
人
と
し
て
の
決
意
表
明
を
し
た
蘇

州
・
杭
州
・
上
海
時
代
（
三
九
〜
六
七
歳
）。
第
三
期
は
、
昌
碩
と
名
を
改
め
、
西
泠
印

社
の
社
長
に
就
任
し
、
芸
苑
の
領
袖
と
な
っ
た
上
海
時
代
（
六
八
〜
八
四
歳
）
で
す
。

　

続
い
て
、
呉
昌
碩
と
関
わ
り
が
あ
っ
た
人
物
に
つ
い
て
、
作
品
や
文
献
史
料
を
交
え
て

説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
幅
の
都
合
上
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
人
物
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
最
晩
年
の
呉
昌
碩
と
交
流
が
あ
っ
た
吉
井
民
三
郎
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
呉

昌
碩
の
八
〇
歳
を
祝
う
会
の
イ
ン
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
呉
昌
碩
の
訃
告
と
い
っ
た
珍
品
が

あ
り
、
特
に
後
者
は
清
朝
の
伝
統
が
垣
間
見
え
る
稀
少
な
資
料
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
他
、
呉
昌
碩
追
悼
記
念
会
が
催
さ
れ
た
際
の
関
連
の
品
々
や
、
そ
の
講
演
会
の

記
録
も
確
認
で
き
る
そ
う
で
す
。

　

楊
峴
は
呉
昌
碩
よ
り
も
二
五
歳
年
長
者
で
親
子
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
人
物
で
す

が
、
呉
昌
碩
に
依
頼
さ
れ
た
詩
文
の
添
削
に
は
、
直
接
書
き
込
ま
ず
別
紙
に
書
い
て
貼
り

付
け
る
手
間
を
か
け
て
お
り
、
呉
昌
碩
に
対
す
る
敬
意
が
感
じ
ら
れ
る
と
富
田
先
生
は
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
呉
昌
碩
の
竹
の
画
に
書
き
付
け
ら
れ
た
楊
峴
の
讃
に
は
呉
昌
碩

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
趣
旨
の
内
容
が
記
さ
れ
、
楊
峴
が
呉
昌
碩
に
宛
て
た
別
の
尺
牘
に

は
、
思
わ
ず
胸
が
熱
く
な
る
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
書
か
れ
て
お
り
、
二
人
の
関
係
性
を

理
解
で
き
る
資
料
の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
呉
昌
碩
を
日
下
部
鳴
鶴
と
引
き
合
わ

せ
た
の
も
楊
峴
で
、
こ
れ
を
機
に
鳴
鶴
は
呉
昌
碩
に
印
を
刻
し
て
も
ら
い
、
そ
の
印
が
日

本
に
呉
昌
碩
の
名
を
広
め
る
一
つ
の
契
機
と
な
っ
た
こ
と
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

硯
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
沈
石
友
は
呉
昌
碩
と
若
い
頃
か
ら
の
知
り
合
い
で

し
た
。
あ
る
時
、
黄
道
周
の
書
の
跋
文
を
依
頼
さ
れ
た
呉
昌
碩
は
、
沈
石
友
に
代
作
を
依

頼
す
る
手
紙
を
送
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
揮
毫
し
た
作
品
も
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

有
名
な
「
西
泠
印
社
記
」
の
文
章
も
沈
石
友
の
代
作
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
か
に
呉
昌
碩

が
沈
石
友
の
学
識
の
高
さ
を
認
め
て
い
た
か
が
窺
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
し
た
。

　

最
後
に
、
文
人
と
は
「
高
邁
な
精
神
を
持
つ
」「
古
典
に
通
じ
、
文
章
を
よ
く
す
る
知
識

人
」「
心
を
翰
墨
に
留
め
る
」
と
富
田
先
生
は
定
義
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
呉
昌

碩
は
官
僚
文
人
寄
り
の
職
業
文
人
と
位
置

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
多
作
を
強
い
ら
れ
、
類

型
化
し
た
作
品
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ま
で

に
な
い
独
自
性
、
文
人
性
が
認
め
ら
れ
、
か

つ
知
識
人
が
目
標
と
す
る
科
挙
が
廃
止
さ

れ
る
時
代
に
行
き
あ
わ
せ
た
呉
昌
碩
こ
そ
、

最
後
の
文
人
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
ご
講
演
を
拝
聴
し
、
富
田
先
生
の

研
究
の
緻
密
さ
、
正
確
さ
は
当
然
の
こ
と
、

時
代
を
俯
瞰
し
て
捉
え
る
視
点
に
こ
れ
ま

で
の
研
究
の
積
み
重
ね
を
感
じ
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
ご
講
演
い
た
だ
い
た
富
田
淳
先

生
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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令
和
六
年
度

全
国
大
学
書
道
学
会
会
員
書
作
展

開
催
日
：
令
和
六
（
二
〇
二
四
）
年
　
九
月
二
十
日
（
金
）
～
二
十
二
日
（
日
）

会
　
場
：
福
岡
教
育
大
学
　
学
生
会
館
（
二
階
　
大
集
会
室
）

1
　
一
筋
縄
　
塚
本
　
　
宏
　（
和
洋
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

5
　
宗
祇
の
歌
　
神
戸
　
雅
史
　（
千
葉
日
本
大
学
第
一
中
学
・
高
等
学
校
）

6
　
林
木
林
の
句
（
自
由
律
）　
廣
瀬
　
裕
之
　（
武
蔵
野
大
学
）

7
　
時
田
則
雄
の
う
た
　
土
井
　
伸
也
　（
北
海
道
教
育
大
学
岩
見
沢
校
）

8
　
董
其
昌
題
画
詩
　
劉
　
作
勝
　（
愛
知
学
院
大
学
）

3
　
康
能
四
或
　
森
上
　
洋
光
　（
四
国
大
学
）

2
　
新
秋
　
岡
野
屋
　
宏
一
　（
東
京
外
国
語
大
学
）

4
　
蘇
軾
詩
句
　
小
西
　
憲
一
　（
香
川
大
学
）
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9
　
臨
甲
骨
文
（
神
線
作
品
）　
神
野
　
雄
二
　（
熊
本
大
学
名
誉
教
授
）

10
　
雁
の
声
　
八
巻
　
敏
幸
　（
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
）

14
　
篠
原
鳳
作
の
句
　
井
田
　
明
宏
　（
安
田
女
子
大
学
）

15
　
亀
田
鵬
齋
詩
「
望
富
嶽
」　
亀
田
　
絵
里
香
　（
日
本
大
学
）

16
　
蓮
　
樋
口
　
咲
子
　（
千
葉
大
学
）

17
　『
五
輪
書
』
よ
り
　
太
田
　
剛
　（
四
国
大
学
）

18
　
銭
起
「
江
行
無
題
」　
増
田
　
尚
子
　（
東
京
大
学
教
育
学
部
附
属
中
等
教
育
学
校
）

11
　
虚
心
　
足
立
　
敦
子
　（
相
模
女
子
大
学
）

12
　
持
明
院
短
冊
ち
ら
し
よ
り
紫
式
部
の
う
た
　
福
原
　
真
子
　（
総
合
研
究
大
学
院
大
学
（
博
士
））

13
　
舟
　
本
田
　
容
子
　（
鎌
倉
女
子
大
学
）
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第33号 令和 7年 2月1日



19
　
共
鳴
　
西
川
　
竜
矢
　（
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
）

20
　
養
鋭
　
藤
森
　
大
雅
　（
大
東
文
化
大
学
）

21
　
風
月
同
天
　
出
野
　
文
莉
（
張
莉
）　（
大
阪
教
育
大
学
）

22
　「
李
白
一
斗
詩
百
篇
」（「
飲
中
八
仙
歌
」
よ
り
）　
小
林
　
比
出
代
　（
信
州
大
学
）

23
　
た
と
へ
ば
君
（
河
野
裕
子
の
う
た
）　

　
　
山
下
　
由
季
　（
日
本
大
学
）

28
　
昇
龍
　
野
中
　
浩
俊
　（
新
潟
大
学
名
誉
教
授
）

27
　
陸
凱
「
贈
范
曄
」　
関
　
俊
史
　（
二
松
学
舎
大
学
）

26
　
初
一
念
　
森
　
哲
之
　（
広
島
文
教
大
学
）

25
　
和
氣
致
祥
　
平
倉
　
和
則
　（
東
京
女
子
大
学
）

24
　
長
相
思
　
柿
木
原
　
く
み
　（
相
模
女
子
大
学
名
誉
教
授
）
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29
　
篆
書
七
言
春
聯
　
横
田
　
恭
三
　（
跡
見
学
園
女
子
大
学
）

30
　
人
知
立
　
草
津
　
祐
介
　
　（
東
京
学
芸
大
学
）

31
　
落
花
有
意
　
徳
泉
　
さ
ち
　（
日
本
大
学
）

34
　
芭
蕉
句
「
こ
ゑ
す
み
て
」　
熊
坂
　
尚
史
　（
巣
鴨
中
・
高
等
学
校
）

35
　
筑
後
川
　
蒲
池
　
真
純
　（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校
）

36
　
雲
籠
残
照
雨
鳴
沙
　
田
中
　
秀
征
　（
徳
島
県
立
城
東
高
等
学
校
）

38
　
曹
操
　
短
歌
行
一
節
　
早
川
　
桂
央
　（
相
模
女
子
大
学
）

37
　
夏
と
秋
の
月
の
歌
　
齋
木
　
久
美
　（
茨
城
大
学
）

32
　
道
　
湯
川
　
恵
子
　（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
）

33
　
種
田
山
頭
火
の
俳
句
　
石
井
　
健
　（
東
京
学
芸
大
学
）
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39
　
和
歌
二
種
　
松
原
　
直
也
　（
東
京
学
芸
大
学
大
学
院
（
博
士
課
程
））

44
　
臨
「
升
色
紙
」　
山
本
　
桜
子
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
群
馬
大
学
教
職
大
学
院
）

45
　
仁
者
寿
　
内
山
　
裕
美
　（
早
稲
田
大
学
）

48
　
白
居
易
詩
　
松
尾
　
治
　（
専
修
大
学
）

46
　
龍
騰
　
押
野
　
加
奈

　
　
　
　
　（
東
京
学
芸
大
学
附
属
国
際
中
等
教
育
学
校
）

47
　
千
山
萬
水
　
津
村
　
幸
恵
　（
都
留
文
科
大
学
）

40
　
山
上
憶
良
の
歌
　
染
谷
　
慶
子

　
　
　
　
　
　
　（
書
文
化
研
究
会
）

42
　
ほ
の
ぼ
の
と
…
清
水
秀
（
比
庵
）
一
九
六
六
年
詠
進
歌
　

　
　
　
　
三
井
　
忠
大
　（
一
般
財
団
法
人
陽
山
美
術
館
）

43
　
初
至
巴
陵
与
李
十
二
白
同
泛
洞
庭
湖
（
賈
至
）　
永
由
　
徳
夫
　（
群
馬
大
学
）

41
　
原
石
鼎
の
句
　
真
弓
　
幹
子
　（
香
蘭
女
学
校
）
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49
　
風
静
書
窗
月
滿
樓
　
城
間
　
圭
太
　（
東
京
学
芸
大
学
）

51
　
風
月
同
天
　
角
田
　
勝
久
　（
新
潟
大
学
）

52
　
漢
金
文
五
種
　
小
川
　
博
章
　（
淑
徳
大
学
）

53
　
萬
世
法
　
服
部
　
一
啓
　（
福
岡
教
育
大
学
）

50
　
香
　
萱
　
の
り
子
　（
奈
良
教
育
大
学
）

54
　
尽
誠
　
和
田
　
圭
壮
　（
福
岡
教
育
大
学
）

55
　
鉄
牛
出
門
　
岡
村
　
浩
　（
新
潟
大
学
）

56
　『
荘
子
』
機
心
寓
話
　
杉
山
　
勇
人
　（
鎌
倉
女
子
大
学
短
期
大
学
部
）

57
　
遊
蝶
花
　
松
本
　
貴
子
　（
大
東
文
化
大
学
）

58
　
吉
田
天
祐
「
山
寺
観
楓
」
の
一
節
　
下
田
　
章
平
　（
相
模
女
子
大
学
）
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福
岡
大
会

　
　
会
員
書
作
展

福
岡
大
会
特
別
展
示

福
岡
教
育
大
学
書
道
専
攻
収
蔵
作
品

59
　
新
古
今
和
歌
集
よ
り
　
柳
田
　
さ
や
か
　（
東
京
藝
術
大
学
）

60
　
出
土
之
碑
　
荒
金
　
治
　（
大
分
県
立
別
府
鶴
見
丘
高
等
学
校
）

61
　
子
規
の
句
　
久
保
　
彩
織
　（
横
浜
市
立
横
浜
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
高
等
学
校
）

62
　
そ
の
さ
き
に
　
豊
口
　
和
士
　（
文
教
大
学
）

63
　
精
義
入
神
　
見
城
　
正
訓
　（
静
岡
大
学
）
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二
〇
二
四
年
度 

全
国
大
学
書
道
学
会 

会
員
・
準
会
員
一
覧

相
川
　
匤
也

栃
木
県

青
木
　
馨
子

東
京
都

元
武
蔵
野
大
学

青
木
　
辰
樹

埼
玉
県

県
立
羽
生
高
等
学
校

青
戸
　
貴
子

鳥
取
県

米
子
市
美
術
館

青
山
　
浩
之

神
奈
川
県
横
浜
国
立
大
学

秋
山
　
恵
子

長
野
県

浅
井
　
陽
子

埼
玉
県

星
野
学
園
小
学
校

浅
野
　
多
鶴

岐
阜
県

愛
知
学
院
大
学

網
代
　
菜
摘

神
奈
川
県
昭
和
女
子
大
学
附
属
昭
和
高
等
学
校

足
立
　
敦
子

茨
城
県

相
模
女
子
大
学

阿
部
　
ゆ
う

東
京
都

東
京
学
芸
大
学
教
職
大
学
院

荒
井
　
一
浩

東
京
都

東
京
学
芸
大
学
附
属
高
等
学
校

荒
金
　
治

大
分
県

大
分
県
立
別
府
鶴
見
丘
高
等
学
校

安
生
　
成
美

茨
城
県

県
立
八
千
代
高
等
学
校

五
十
嵐
も
も
こ

神
奈
川
県
都
立
世
田
谷
総
合
高
等
学
校

五
十
嵐
　
康
子

神
奈
川
県
麻
布
学
園

池
田
　
孝
一

千
葉
県

志
学
館
高
等
部

池
田
　
利
廣

奈
良
県

大
阪
教
育
大
学

井
澤
　
秀
彦

東
京
都

法
政
大
学

石
井
　
健

埼
玉
県

東
京
学
芸
大
学

石
橋
　
隆
文

東
京
都

東
京
地
方
検
察
庁

伊
豆
名
　
皓
美

新
潟
県

新
潟
大
学
大
学
院

井
田
　
明
宏

広
島
県

安
田
女
子
大
学

板
橋
　
聡
美

東
京
都

昭
和
女
子
大
学

伊
藤
　
亜
美

埼
玉
県

跡
見
学
園
女
子
大
学

伊
藤
　
彩
里
沙

群
馬
県

富
岡
市
立
北
中
学
校

今
井
　
京
子

群
馬
県

前
橋
市
立
桃
井
小
学
校

今
井
　
裕
登

群
馬
県

前
橋
市
立
粕
川
小
学
校

岩
原
　
優
花

群
馬
県

県
立
前
橋
高
等
特
別
支
援
学
校

上
野
　
あ
ゆ
み

福
岡
県

（
株
）
佐
電
工

内
門
　
亮
子

東
京
都

専
修
大
学

内
山
　
裕
美

東
京
都

早
稲
田
大
学

浦
野
　
俊
則

埼
玉
県

千
葉
大
学
・
植
草
学
園
大
学
名
誉
教
授

王
　
　
国
強

栃
木
県

宇
都
宮
大
学
大
学
院
博
士
課
程

大
島
　
史
子

群
馬
県

利
根
沼
田
学
校
組
合
立
利
根
商
業
高
等
学
校

太
田
　
剛

徳
島
県

四
国
大
学

太
田
　
知
美

北
海
道

北
海
道
札
幌
平
岸
高
等
学
校

大
野
　
幸
子

埼
玉
県

桜
蔭
中
学
高
等
学
校

大
橋
　
修
一

埼
玉
県

川
口
短
期
大
学

大
森
　
ア
ユ
ミ

福
岡
県

長
崎
大
学

岡
崎
　
忍

神
奈
川
県
相
模
女
子
大
学
高
等
部

岡
田
　
直
樹

大
阪
府

京
都
教
育
大
学

岡
野
屋
　
宏
一

東
京
都

東
京
外
国
語
大
学

岡
村
　
浩

新
潟
県

新
潟
大
学

尾
川
　
明
穂

茨
城
県

筑
波
大
学

小
川
　
崇

埼
玉
県

県
立
坂
戸
西
高
等
学
校

小
川
　
貴
史

新
潟
県

県
立
新
潟
東
高
等
学
校

小
川
　
博
章

東
京
都

淑
徳
大
学

押
木
　
秀
樹

新
潟
県

上
越
教
育
大
学

押
野
　
加
奈

東
京
都

東
京
学
芸
大
学
附
属
国
際
中
等
教
育
学
校

落
石
　
園
美

東
京
都

小
野
寺
　
東
史

宮
城
県

宮
城
教
育
大
学

柿
木
原
　
く
み

東
京
都

相
模
女
子
大
学
名
誉
教
授

笠
嶋
　
忠
幸

東
京
都

出
光
美
術
館

加
藤
　
泰
弘

東
京
都

東
京
学
芸
大
学

加
藤
　
祐
司

埼
玉
県

東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授

香
取
　
潤
哉

茨
城
県

茨
城
県
立
那
珂
湊
高
等
学
校

金
子
　
章
乃

東
京
都

金
子
　
馨

神
奈
川
県
出
光
美
術
館

金
田
　
充
康

滋
賀
県

佛
教
大
学

蒲
池
　
真
純

埼
玉
県

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校

亀
田
　
絵
里
香

埼
玉
県

日
本
大
学

萱
　
　
の
り
子

奈
良
県

奈
良
国
立
大
学
機
構
奈
良
教
育
大
学

萱
原
　
晋

東
京
都

河
合
　
信
代

東
京
都

武
蔵
野
大
学
大
学
院

川
合
　
広
太
郎

埼
玉
県

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校

川
内
　
佑
毅

東
京
都

東
洋
大
学

河
島
　
由
弥

神
奈
川
県
帝
京
大
学

河
内
　
利
治

東
京
都

大
東
文
化
大
学

川
原
　
淳

東
京
都

神
田
　
め
ぐ
み

千
葉
県

東
京
学
芸
大
学
大
学
院

神
戸
　
雅
史

東
京
都

千
葉
日
本
大
学
第
一
中
学
・
高
等
学
校

岸
野
　
大

広
島
県

県
立
尾
道
北
高
等
学
校

北
畠
　
康
成

大
阪
府

精
華
高
等
学
校

衣
川
　
彰
人

愛
知
県

愛
知
教
育
大
学

木
村
　
博
昭

愛
知
県

愛
知
教
育
大
学

木
村
　
亮
太

群
馬
県

川
場
村
立
川
場
小
学
校

清
兼
　
孝
生

北
海
道

元
北
海
学
園
大
学

金
　
　
貴
粉

東
京
都

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館

久
保
　
彩
織

神
奈
川
県
横
浜
市
立
横
浜
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
高
等
学
校

久
保
田
　
陽
子

岩
手
県

岩
手
大
学

草
津
　
祐
介

東
京
都

東
京
学
芸
大
学

熊
坂
　
尚
史

東
京
都

巣
鴨
中
・
高
等
学
校

黒
田
　
悟
史

埼
玉
県

芸
術
新
聞
社

東
京
都

毛
塚
　
涼
斗

東
京
都

東
京
学
芸
大
学
教
職
大
学
院

小
磯
　
明
照

東
京
都

東
京
学
芸
大
学
教
職
大
学
院

見
城
　
正
訓

静
岡
県

静
岡
大
学

古
木
　
誠
彦

福
岡
県

九
州
女
子
大
学

小
坂
　
克
子

愛
知
県

愛
知
淑
徳
大
学

小
竹
　
正
高

岡
山
県

岡
山
明
誠
学
院
高
等
学
校

小
西
　
憲
一

香
川
県

香
川
大
学

小
林
　
比
出
代

長
野
県

信
州
大
学

小
林
　
恵

神
奈
川
県
青
鳥
社

小
林
　
祐
太

群
馬
県

県
立
前
橋
商
業
高
等
学
校

駒
瀬
　
公
哉

岐
阜
県

県
立
岐
阜
城
北
高
等
学
校

権
田
　
瞬
一

埼
玉
県

大
東
文
化
大
学

齋
木
　
久
美

千
葉
県

茨
城
大
学

齋
藤
　
颯

群
馬
県

前
橋
市
教
育
委
員
会

齋
藤
　
英
男

埼
玉
県

武
蔵
野
学
院
大
学

坂
井
　
昭
彦

新
潟
県

新
潟
県
教
育
委
員
会

佐
々
木
　
佑
記

東
京
都

五
島
美
術
館

佐
藤
　
有
紗

千
葉
県

県
立
京
葉
高
等
学
校

佐
藤
　
英
樹

千
葉
県

早
稲
田
大
学
高
等
学
院

佐
藤
　
法
雄

東
京
都

書
宗
院

志
民
　
和
儀

京
都
府

大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所

渋
谷
　
美
登
里

静
岡
県

清
水
　
文
博

山
梨
県

山
梨
大
学

下
田
　
章
平

神
奈
川
県
相
模
女
子
大
学

下
田
　
真
奈
美

宮
城
県

東
北
大
学

霜
触
　
智
会

栃
木
県

大
泉
町
立
南
小
学
校

正
寶
　
直
美

佐
賀
県

県
立
致
遠
館
中
学
校

白
鳥
　
ゆ
う
子

神
奈
川
県
立
正
大
学

城
間
　
圭
太

東
京
都

東
京
学
芸
大
学

沈
　
　
伯
陽

東
京
都

東
京
中
央
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

神
野
　
雄
二

東
京
都

熊
本
大
学
名
誉
教
授

水
田
　
至
摩
子

東
京
都

畠
山
記
念
館

杉
浦
　
妙
子

東
京
都

二
松
学
舎
大
学

杉
﨑
　
哲
子

静
岡
県

静
岡
大
学

杉
山
　
勇
人

神
奈
川
県
鎌
倉
女
子
大
学

鈴
木
　
清
　

香
川
県

鈴
木
　
慶
子

長
崎
県

長
崎
大
学

砂
川
　
さ
つ
き

福
岡
県

住
川
　
英
明

鳥
取
県

岐
阜
女
子
大
学

関
　
　
俊
史

東
京
都

二
松
学
舎
大
学

瀬
筒
　
寛
之

鹿
児
島
県
鹿
児
島
大
学

芹
澤
　
麻
美
子

埼
玉
県

千
葉
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校

染
谷
　
慶
子

埼
玉
県

書
文
化
研
究
会

染
谷
　
洪
太

千
葉
県

船
橋
市
東
図
書
館

高
木
　
厚
人

千
葉
県

大
東
文
化
大
学

高
嶋
　
良
子

香
川
県

四
国
大
学
大
学
院

高
橋
　
克
匡

岩
手
県

鷹
啄
　
知
美	

埼
玉
県

県
立
深
谷
第
一
高
等
学
校

高
橋
　
美
穂
子

神
奈
川
県

滝
口
　
雅
弘

京
都
府

武
井
　
彩
香

群
馬
県

上
武
大
学

竹
嶋
　
秀
聡

三
重
県

近
畿
大
学
工
業
高
等
専
門
学
校

竹
之
内
　
裕
章

佐
賀
県

佐
賀
大
学
名
誉
教
授

立
石
　
充

徳
島
県

徳
島
県
立
文
学
書
道
館

田
中
　
有
紗

東
京
都

東
京
学
芸
大
学
大
学
院

田
中
　
春
菜

埼
玉
県

大
東
文
化
大
学
大
学
院
博
士
課
程

田
中
　
秀
征

徳
島
県

県
立
小
松
島
高
等
学
校

谷
口
　
邦
彦

広
島
県

安
田
女
子
大
学

谷
橋
　
由
花

北
海
道

田
ノ
岡
　
大
雄

徳
島
県

四
国
大
学

田
畑
　
理
恵

東
京
都

都
留
文
科
大
学

田
村
　
南
海
子

埼
玉
県

文
部
科
学
省

出
野
　
文
莉

奈
良
県

大
阪
教
育
大
学

塚
本
　
宏

東
京
都

和
洋
女
子
大
学
名
誉
教
授

辻
　
　
尚
子

徳
島
県

四
国
大
学

津
田
　
好
一

埼
玉
県

二
松
学
舎
大
学

角
田
　
勝
久

新
潟
県

新
潟
大
学

津
村
　
幸
恵

千
葉
県

都
留
文
科
大
学

寺
松
　
錦

東
京
都

東
京
学
芸
大
学
教
職
大
学
院
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※
　
氏
名
を
五
十
音
順
に
配
列
し
、
居
住
地
の
都

道
府
県
名
、
所
属
を
記
し
ま
し
た
。
所
属
に
つ

い
て
、
変
更
の
申
し
出
が
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
昨
年
度
の
一
覧
に
掲
載
し
た
も
の
を
そ

の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
　
氏
名
・
都
道
府
県
・
所
属
に
変
更
あ
る
い
は

誤
り
が
あ
る
場
合
、
記
載
漏
れ
が
あ
る
場
合

は
、
事
務
局
ま
で
文
書
・
メ
ー
ル
に
て
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
　
現
在
、
大
会
案
内
・
学
会
誌
・
会
報
等
は
メ

ー
ル
便
で
送
付
し
て
い
ま
す
。
住
所
変
更
・

転
居
の
場
合
は
新
住
所
・
転
居
先
を
速
や
か

に
事
務
局
宛
に
文
書
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

正
確
・
迅
速
な
発
送
を
期
す
た
め
に
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

土
井
　
伸
也

北
海
道

北
海
道
教
育
大
学
岩
見
沢
校

徳
泉
　
さ
ち

東
京
都

日
本
大
学

飛
田
　
博
昭

茨
城
県

県
立
太
田
第
一
高
等
学
校

登
丸
　
昌
子

神
奈
川
県
横
浜
国
立
大
学
附
属
横
浜
小
学
校

豊
口
　
和
士

神
奈
川
県
文
教
大
学

鳥
本
　
純
平

京
都
府

府
立
東
宇
治
高
等
学
校

仲
川
　
恭
司

埼
玉
県

専
修
大
学
名
誉
教
授

中
嶋
　
久
美

青
森
県

弘
前
大
学

中
島
　
惠
美
子

茨
城
県

専
修
大
学

中
根
　
安
治

岐
阜
県

岐
阜
女
子
大
学

中
村
　
薫

東
京
都

大
東
文
化
大
学
人
文
科
学
研
究
所

中
村
　
史
朗

京
都
府

滋
賀
大
学

長
瀬
　
拓
磨

東
京
都

天
来
書
院

長
野
　
秀
章

東
京
都

東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授

永
由
　
徳
夫

東
京
都

群
馬
大
学

名
部
　
勝
美

滋
賀
県

淡
海
書
道
文
化
専
門
学
校

浪
江
　
加
奈
子

岐
阜
県

岐
阜
女
子
大
学

浪
田
　
美
智
枝

北
海
道

滑
田
　
一
輝

埼
玉
県

相
模
女
子
大
学

成
瀬
　
靖
子

東
京
都

都
立
調
布
北
高
等
学
校

西
川
　
竜
矢

北
海
道

北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校

西
田
　
健

東
京
都

大
東
文
化
大
学

西
村
　
大
輔

京
都
府

奈
良
教
育
大
学

西
村
　
美
咲

徳
島
県

四
国
大
学
大
学
院
修
士
課
程

仁
田
　
幸
一
郎

東
京
都

根
本
　
伸
也

埼
玉
県

大
東
文
化
大
学

野
田
　
悟

大
阪
府

高
野
山
大
学

野
中
　
浩
俊

新
潟
県

新
潟
大
学
名
誉
教
授

信
廣
　
友
江

広
島
県

安
田
女
子
大
学

橋
本
　
栄
一

埼
玉
県

橋
本
　
麻
希

神
奈
川
県
東
京
都
立
大
学

蓮
見
　
行
廣

東
京
都

東
洋
大
学
名
誉
教
授

長
谷
川
千
栄
子

神
奈
川
県
県
立
鎌
倉
高
等
学
校

服
部
　
一
啓

福
岡
県

福
岡
教
育
大
学

濱
田
　
瑞
美

神
奈
川
県
横
浜
美
術
大
学

濱
田
　
尚
文

千
葉
県

県
立
市
原
高
等
学
校

早
川
　
桂
央

神
奈
川
県
相
模
女
子
大
学

東
　
　
賢
司

愛
媛
県

愛
媛
大
学

東
野
　
敏
夫

大
阪
府

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学

樋
口
　
咲
子

群
馬
県

千
葉
大
学

備
前
　
徹

東
京
都

専
修
大
学

馮
　
　
琳
凱

徳
島
県

四
国
大
学
大
学
院

平
倉
　
和
則

東
京
都

東
京
女
子
大
学

平
田
　
光
彦

京
都
府

武
庫
川
女
子
大
学

廣
瀬
　
裕
之

東
京
都

武
蔵
野
大
学

福
井
　
淳
哉

東
京
都

帝
京
大
学

福
島
　
一
浩

東
京
都

二
松
学
舎
大
学

福
原
　
真
子
　

東
京
都

総
合
研
究
大
学
院
大
学
博
士
後
期
課
程

藤
井
　
俊
太
朗

群
馬
県

共
愛
学
園
高
等
学
校

藤
森
　
大
雅

埼
玉
県

大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所

舟
引
　
遥
香

京
都
府

京
都
教
育
大
学

穂
苅
　
真
里
子

東
京
都

十
文
字
学
園
女
子
大
学

本
多
　
和
宏

千
葉
県

県
立
柏
井
高
等
学
校

本
田
　
容
子

神
奈
川
県
鎌
倉
女
子
大
学

前
川
　
知
里

長
野
県

佐
久
市
立
近
代
美
術
館

牧
野
　
浩
二

大
阪
府

四
天
王
寺
大
学

増
田
　
尚
子

千
葉
県

東
京
大
学
教
育
学
部
附
属
中
等
教
育
学
校

松
浦
　
貢

埼
玉
県

税
務
大
学
校

松
尾
　
治

埼
玉
県

専
修
大
学

松
尾
　
大
輔

東
京
都

二
松
学
舎
大
学

松
原
　
直
也

岐
阜
県

県
立
岐
阜
農
林
高
等
学
校

松
本
　
貴
子

千
葉
県

大
東
文
化
大
学

松
本
　
仁
志

広
島
県

広
島
大
学

真
弓
　
幹
子

東
京
都

香
蘭
女
学
校

丸
山
　
果
織

兵
庫
県

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学

三
浦
　
拓
眞

福
岡
県

九
州
女
子
大
学

三
田
　
広
美

東
京
都

武
蔵
野
大
学

三
井
　
忠
大

東
京
都

陽
山
美
術
館

宮
澤
　
正
明

山
梨
県

山
梨
大
学
名
誉
教
授

森
　
　
哲
之

広
島
県

広
島
文
教
大
学

森
上
　
洋
光

徳
島
県

四
国
大
学

森
下
　
弘

広
島
県

安
　
　
裕
明

茨
城
県

茨
城
大
学

安
原
　
亜
悠

岡
山
県

県
立
玉
島
高
等
学
校

柳
田
　
さ
や
か

神
奈
川
県
東
京
藝
術
大
学

矢
原
　
徳
子

広
島
県

尾
道
市
立
大
学

山
内
　
常
正

静
岡
県

静
岡
大
学

八
巻
　
敏
幸

奈
良
県

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学

山
口
　
恭
子

東
京
都

法
政
大
学

山
崎
　
真
由
美

東
京
都

都
立
新
宿
高
等
学
校

山
下
　
由
季

東
京
都

日
本
大
学

山
田
　
典
生

福
井
県
　
福
井
大
学

山
田
　
由
美

京
都
府

公
益
財
団
法
人
日
本
習
字
教
育
財
団

山
中
　
草
吽

北
海
道

札
幌
国
際
大
学

山
本
　
彩

広
島
県

山
本
　
興

島
根
県

県
立
松
江
農
林
高
等
学
校

山
本
　
桜
子

群
馬
県

群
馬
大
学
教
職
大
学
院

山
元
　
宣
宏

宮
崎
県

宮
崎
大
学

山
本
　
ま
り
子

神
奈
川
県
鶴
見
大
学

山
本
　
祐
司

愛
知
県

中
部
大
学

湯
川
　
恵
子

千
葉
県

日
本
放
送
協
会
学
園

横
倉
　
佳
男

神
奈
川
県
國
學
院
大
学

横
田
　
恭
三

埼
玉
県

跡
見
学
園
女
子
大
学

横
山
　
佳
通

静
岡
県

名
古
屋
芸
術
大
学

吉
澤
　
義
和

埼
玉
県

元
文
教
大
学

吉
田
　
卓

北
海
道

札
幌
静
修
高
等
学
校

吉
田
　
真

東
京
都

日
本
パ
ソ
コ
ン
能
力
検
定
委
員
会

李
　
　
瀟

滋
賀
県

兵
庫
教
育
大
学
連
合
大
学
院

劉
　
　
作
勝

愛
知
県

愛
知
学
院
大
学

和
田
　
圭
壮

福
岡
県

福
岡
教
育
大
学

渡
瀬
　
仁

静
岡
県

渡
邉
　
周
一

徳
島
県

四
国
大
学

年会費納入のお願い
本年度年会費が未納の方は、２月末日までに納入くださるよう、お願いいたします。
〈昨年度まで完納されている会員〉
＊年会費は、会員6,000円、準会員（大学院生）5,000円です。準会員は、大学院修了後、会員資格として
取り扱います。

〈昨年度までに未納分がある会員〉
＊未納分のある場合は、その旨を「払込取扱票」に記載しておりますので、本年度分と併せて納入ください。

■口座番号　00110-9-613810　　　■加入者名　全国大学書道学会
〈全国大学書道学会	会計局〉　〒305-8574	茨城県つくば市天王台1‐1‐1　
筑波大学芸術系	尾川研究室内
TEL/FAX　029-853-2717　　E-mail	ogawa@geijutsu.tsukuba.ac.jp

　
　
　
　
総
会
員
数
　
二
五
六
名

（
二
〇
二
四
年
十
二
月
末
日
現
在
）
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二
〇
二
五
年
三
月
末
に
、
台
北
に
お
い
て
、
全
国
大
学
書
道
学
会
、
国
立
台
湾
芸
術
大
学
を
主
催
者
と
し
、
中
華
民
国
篆

刻
協
会
、
中
華
民
国
書
道
教
育
協
会
の
共
催
と
す
る
国
際
学
術
交
流
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
半

年
余
り
、
日
台
の
諸
機
関
と
調
整
を
行
い
な
が
ら
、
二
〇
二
四
年
一
二
月
七
日
（
土
）
開
催
の
国
際
学
術
専
門
交
流
委
員
会

に
お
い
て
、
書
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
及
び
書
法
展
に
関
し
て
審
議
・
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
も
報
告
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
日
本
側
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
表
者
に
つ
い
て
は
、
横
田
恭
三
（
本
会
会
長
）、
永
由
徳
夫
（
本
会
理
事
長
）、
下
田

章
平
（
本
会
常
任
理
事
）、
柳
田
さ
や
か
（
本
会
常
任
理
事
）
の
四
名
を
決
定
し
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
逐
次
通
訳
の

形
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
表
者
四
名
に
加
え
、
草
津
祐
介
（
本
会
常
任
理
事
）、
藤
森
大
雅
（
本

会
理
事
）、
関	

俊
史
（
本
会
理
事
）、
早
川
桂
央
（
本
会
理
事
）
の
四
名
を
、
論
文
誌
上
発
表
者
と
し
て
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

誌
上
発
表
論
文
は
日
本
語
で
す
が
、
要
旨
の
み
中
文
訳
が
行
わ
れ
、
論
文
集
は
当
日
の
参
加
者
に
配
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

台
湾
で
の
書
作
展
に
関
し
て
は
、
以
前
お
知
ら
せ
し
た
通
り
、
本
年
度
の
福
岡
大
会
の
作
品
を
そ
の
ま
ま
台
湾
側
へ
送
付

し
て
行
わ
れ
ま
す
。
同
時
に
作
品
集
の
制
作
も
台
湾
側
で
行
わ
れ
、
出
品
者
の
履
歴
、
肖
像
写
真
、
作
品
寸
法
、
制
作
時
期
、

そ
し
て
台
湾
側
で
撮
影
さ
れ
た
作
品
写
真
を
掲
載
し
た
作
品
集
を
目
下
製
作
中
で
す
。
展
覧
会
終
了
後
に
、
作
品
は
日
本
に

搬
出
し
て
福
岡
教
育
大
学
に
寄
贈
さ
れ
、
作
品
出
品
者
に
は
本
会
事
務
局
か
ら
作
品
集
が
送
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
（
無
料
）。

　

台
湾
研
修
旅
行
に
は
、
約
二
〇
名
の
会
員
が
参
加
す
る
予
定
で
あ
り
、
研
修
は
以
下
の
日
程
で
実
施
す
る
運
び
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
旅
行
団
で
参
加
さ
れ
る
会
員
の
も
と
に
は
、
出
発
の
一
ヶ
月
前
に
な
り
ま
し
た
ら
、
旅
行
会
社
よ
り
、
入
金
等

の
手
続
き
書
類
が
届
く
予
定
で
お
り
ま
す
の
で
、
も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

三
月
二
七
日	

羽
田
空
港
発
（
午
前
）、
松
山
（
台
北
）
空
港
着
。
何
創
時
書
法
芸
術
基
金
会
に
て
特
別
閲
覧
。
蕙
風
堂
で

お
買
い
物
。

　

三
月
二
八
日	

午
前
、
国
立
故
宮
博
物
院
見
学
。
午
後
、
台
湾
芸
術
大
学
に
て
書
法
展
開
幕
式
、
そ
の
後
交
流
会
（
祝
宴
）

　

三
月
二
九
日	

台
湾
芸
術
大
学
に
て
一
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
書
法
展
鑑
賞
。

　

三
月
三
〇
日	

午
前
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
歴
史
文
物
陳
列
館
見
学
。
午
後
、
免
税
店
を
経
て
松
山
（
台
北
）

空
港
発
、
羽
田
空
港
着
、
解
散
。

　
第
一
回
国
際
学
術
交
流
（
台
湾
）
開
催
前
報
告

国
際
学
術
専
門
交
流
委
員
会

『書の古典と理論　改訂版』第三版出来！

全国大学書道学会　編
定価：2,200円
A4判、184ページ、四色刷り／ ISBN978-4-8138-0266-2

「古典編」「理論編」「資料編」の３編で構成された「書」の総合
テキスト。オールカラーで、新学習指導要領にも完全対応。
巻末に切り離し可能な原寸大の「臨書のための中国・日本名
跡集」を添付。

お求めは全国の書店またはオンライン書店から。
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『大学書道研究』の投稿規程、執筆要領について

１　改定の趣旨

　このたび学術局では、『大学書道研究』の内容充実と査読の公正化、投稿論文の質的向上を計るために、『大学書

道研究』の投稿規程を新設し、執筆要領を改定しました。

　近時、『大学書道研究』では、少子化や大学を取り巻く環境が大きく変化したことにより、投稿者数が減少し、本

誌の継続性が課題となっております。掲載論文の水準を維持しながらも、多くの方に論文以外の原稿を投稿する

機会を確保し、本学会会員にとって魅力的な雑誌になればと考えております。

　新しい投稿規程・執筆要領に関しましては、一部を以下で紹介するとともに、全文を本学会ホームページに掲

載し（https://all-shodo.jp/manage/wp-content/uploads/2024/09/240927.pdf）、『大学書道研究』第18号（2025年８月

刊行予定）より適用します。ご熟読の上、原稿を投稿頂きますよう、よろしくお願いします。会員のみなさまの積

極的な原稿の投稿をお待ちしております。

２　投稿規程の新設

　これまで本誌には「投稿規程」がありませんでしたので新たに設定しました。今後は、「論文」（審査の結果「研究

ノート」になる場合があります）に加え、書評、翻刻、寄稿等の「その他の原稿」を広く募集して紙面を充実させて

いきます。

　また、各種原稿の締切日について、これまでは、11月締切日、３月刊行の予定でありましたが、今後は「２月第１

月曜日（必着）」を締切日とし、８月の刊行を目指します。執筆者の原稿執筆のための時間を大幅に確保し、かつ公

正な査読を実施するための適正な工程にするためです。

３　執筆要領の改訂

　これまで本誌には「執筆要領」を掲載してきましたが、それは論文を作成するための「様式」を提示したものであ

り、実質的な「執筆要領」は設定されておりませんでしたので、他学会に準じた「執筆要領」を設定しました。

４　その他

　このほかに、査読規程に関しましても、査読の公正を図るために改定しました。また、「全国大学書道学会規約」

にある「学会誌発行・編集に関する内規」は、新たな「投稿規程」「執筆要領」「査読規程」と重複しますので廃止と

します。

　本誌に掲載されておりました「執筆要領」「様式」については、今後本学会ホームページ上に掲載しますので、ご

利用ください。また、他学会にならって、「査読規程」は非公開とします。ただし、査読判定基準は投稿規程に記し

てありますので、御覧の上ご執筆ください。

※「投稿規程」「執筆要領」の詳細は、全国大学書道学会ウェブサイト（https://all-shodo.jp）をご参照ください。

　　　　　　「投稿規程」「執筆要領」はQRコードを読み取っていただくと見ることもできます。

（学術局）
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福
岡
教
育
大
学
所
蔵
の
金
石
書
画
碑
法
帖
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
中
林
梧
竹
「
蔵
春
」
扁
額
―

福
岡
教
育
大
学
　
服
　
部
　
一
　
啓

　

令
和
六
年
度
全
国
大
学
書
道
学
会
の
担
当
校
と
し
て
、
会
員
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
く
に
あ
た

り
、
横
田
会
長
、
永
由
理
事
長
、
事
務
局
に
ご
相
談
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
記
念
講
演
に
寄
せ
た
企

画
展
示
を
実
施
す
る
と
面
白
い
ね
と
い
う
こ
と
に
相
成
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
会
員
書
作
展
の
会
場
の

一
部
を
使
用
し
て
、
本
学
収
蔵
の
中
か
ら
中
国
書
人
の
書
跡
を
鑑
賞
い
た
だ
く
特
別
展
示
を
実
施
し

た
次
第
で
す
。
出
陳
は
以
下
の
七
点
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

王
鐸	

（1592

〜1652

）	

臨
晋
王
凝
之
尺
牘
長
條
軸	

　

256
・
５
×
51
・
5
㎝	

上
田
桑
鳩
旧
蔵

　

陳
介
祺	（1813

〜1884

）	

石
鼎
得
句	

　

86
・
5
×
48
・
0
㎝	

68
歳
作

　

俞
樾	

（1821

〜1907

）	

隷
書
四
屏	

各
146
・
5
×
39
・
0
㎝	

四
聯
幅	

67
歳
作

　

楊
守
敬	（1840

〜1915

）	

行
書
五
言
対
幅	

各
110
・
0
×
39
・
5
㎝	

対
幅　

	

68
歳
作

　

羅
振
玉	（1866

〜1940

）	

金
文
銘　

臨
楊
簋	
　

31
・
8
×
38
・
5
㎝	

59
歳
作

　

王
禔	

（1880

〜1960

）	

隷
書
対
幅	
各
130
・
5
×
32
・
5
㎝	

対
幅
69
歳
作

　

鄧
散
木	（1898

〜1963

）	

金
文
五
行
書　

臨
中
方
鼎	
　

77
・
0
×
32
・
0
㎝

　

ま
ず
、
本
学
は
こ
れ
ま
で
に
地
域
貢
献
と
し
て
、
門
司
書
作
家
協
会
二
十
周
年
記
念
「
中
国
明
清

書
画
展
」（
平
成
二
年
七
月
）、
北
九
州
市
制
三
十
五
周
年
記
念
「
近
代
日
本
の
書
」（
平
成
十
年
三
月
）

な
ど
に
収
蔵
品
を
貸
出
し
、
各
図
録
に
作
品
掲
載
さ
れ
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
学
書
道
分
野
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
中
林
梧
竹
書
「
蔵
春
」
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　

中
林
梧
竹
「
蔵
春
」　

縦
53
・
0
×
横
180
・
5
㎝

　
　

蔵
春

　
　

庚
子
歳
春　

梧
竹
書

　
「
蔵
春
」
の
二
字
を
大
書
し
、
款
記
二
行
に
各
々
、「
庚
子
歳
春
」
と「
梧
竹
書
」

を
配
し
た
、
梧
竹
七
四
歳
の
堂
々
た
る
大
扁
額
で
す
。
大
字
は
そ
の
意「
春
陽
の

気
を
含
み
た
く
わ
え
る
」
を
表
出
す
る
よ
う
に
、
朗
ら
か
で
じ
っ
く
り
と
落
ち
着

い
た
情
感
豊
か
な
書
き
ぶ
り
で
す
。
落
款
は
冴
え
た
線
質
で
作
品
全
体
に
ひ
と
際

明
る
さ
を
印
象
づ
け
て
い
ま
す
。
本
作
か
ら
は
、
気

高
い
風
格
や
気
品
、
書
の
も
つ
美
や
崇
高
さ
を
あ
ら

た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

書
道
演
習
室
に
掲
げ
て
あ
り
、
福
岡
教
育
大
学
書

道
科
同
窓
会
〝
蔵
春
会
〟
呼
称
の
由
来
で
す
。
本
学

は
昭
和
二
四
年
に
福
岡
学
芸
大
学
と
し
て
発
足
し
、

書
道
分
野
は
昭
和
三
七
年
に
東
京
学
芸
大
学
、
奈
良

教
育
大
学
に
次
い
で
設
置
さ
れ
た
国
立
大
学
書
道
科

の
一
つ
で
す
。
書
道
科
一
期
生
の
方
に
よ
れ
ば
、
当

時
の
主
任
で
あ
っ
た
横
田
直
次
（
号
小
竹
・
不
生
）

教
官
の
収
蔵
品
で
、
田
川
分
校
か
ら
大
橋
校
舎
（
福

岡
市
）、
そ
し
て
昭
和
四
〇
年
九
月
に
移
転
統
合
し

た
赤
間
キ
ャ
ン
パ
ス
（
現
・
宗
像
市
）
へ
と
「
蔵
春
」

扁
額
は
辿
っ
て
き
た
と
の
こ
と
。
移
転
時
の
引
っ
越

し
の
際
に
は
、
机
な
ど
と
と
も
に
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み

込
み
、
真
新
し
い
書
道
演
習
室
に
一
緒
に
来
た
ん
だ

と
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

作
品
伝
来
に
つ
い
て
の
委
細
は
不
詳
で
す
が
、
佐

賀
有
田
の
豪
商
・
久
富
家
の
屋
号
「
蔵
春
亭
」
は
、

佐
賀
鍋
島
藩
十
代
藩
主
鍋
島
直
正
か
ら
与
え
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
久
富
家
に
は
文
化
人
と
の
交
流
を
示
す

品
が
多
く
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
梧
竹
は
、
本
作
が

成
っ
た
七
四
歳
春
頃
に
故
郷
小
城
に
滞
留
し
て
い
ま

す
。
明
治
有
田
を
代
表
す
る
商
家
と
の
交
流
に
加
え

て
、
梧
竹
と
佐
賀
藩
の
支
藩
小
城
十
一
代
藩
主
鍋
島
直
虎
（
直
正
の
七
男
）
と
の

関
連
性
か
ら
も
揮
毫
の
依
頼
が
あ
っ
た
の
で
は
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

中林梧竹「蔵春」

王
鐸
「
臨
晋
王
凝
之
尺
牘
長
條
幅
」
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